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インド･デカン玄武岩台地

50万km2つまり日本の1.5倍ほどの大量の噴出物でおおわれた面積

をしめるデカン･トラップスの断面をみることはなか枚かむづかしい.

この写真はボンベイとAjanta,E11oraCaves(洞窟遺跡)で有名次

オｰラ:■ガバヅドとの中間点におけるIndianAirlinesの機内から眺

めたもので高度約3,500m.印･回国際共同研究の現地調査でのス

ナップで縞模様は熔岩の佃｡wunitに相当し厚さは平均約25m.

この浸蝕谷と崖の高さは1,000mにも達する.火砕砦類は極めて少匁

くこの広大な熔岩類の分布と累積にはそれに相応;する盆地構造が抜

ければ粗ら狂い.玄武岩の一種ソレアイトの大量欣噴出→アルカリ

岩系の少量の噴出それに伴う規貝一1的な組成の変化比較的短時間内で

の大規模柾噴火様式浅所にあったマグマ溜これらが60～65m."前

にインド亜大陸が南緯30｡あたりを移動していた時期のできごとであ

る.台地表面に特徴的な赤レンガ色のラテライトの生成条件はそ

の後の低緯度地域通過をいみするのであろうか.

(文･写真:倉沢一)�


